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１　教育目標

令和３年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　藤戸台小学校

作成日 令和4年3月11日

自分の成長を感じる子供の育成
2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

・全国学テ、県学習到達度調
査で正答数がそれぞれ全国や
県平均を上回る。
・分かる授業、子供主体の授
業の実践(児童・教師９０％)

・学校が楽しいと感じる(児童９
０％)　　　　　　　　　　　・いじめ
解消率１００％

・早寝・朝起き・朝ごはんの実
行(９０%)　　　　　　　　　　・積極
的な運動の計画・実践(９０％)

・学校の様子が伝わった(８０%)
・ゲストティーチャー、読み聞
かせボランティア等の人材活
用(教師８０％)

・コロナ禍においても主体的・対
話的な学びを重視した学習は大切
であると考える。今後も様々な制
限の中にあっても可能な限り主体
的・対話的な学びの視点に立った
授業を研究していただきたい。
・家庭学習は保護者との連携が大
切である。

・道徳の授業では、児童の生活に
つながる授業づくりが大切であ
る。
・いじめのない学級・学校を作る
という目標を持って取り組んでい
ただきたい。
・児童に読書の楽しさを味わわせ
る環境作りに取り組んでいただき
たい。

・コロナ禍においても体力づく
り・健康づくりにも十分取り組ん
でいただきたい。
・基本的な生活習慣の定着のた
め、早寝・早起き・朝ごはんの生
活リズム作りは大切な目標であ
る。
・避難訓練や緊急時下校訓練につ
いては、今後も児童の意識を高め
るため、定期的な実施が大切であ
る。

・児童の活動の様子や学校行事の
様子等を家庭や地域に情報提供す
ることは大切である。
・和歌山大学教育学部連携校とし
て交流を実施していることは、児
童にとっても良い環境であると思
う。
・地域の人材を活用した教育実践
は重要である。

・各学級で児童が共に学び合い、
話し合いを大切にした授業を意図
的に実践されている。このことに
ついては今後も継続して指導して
いただきたい。
・家庭学習については、学校と家
庭の連携を図り取り組くむことに
より、児童が自主的に学ぶ習慣の
定着に努めたい。

・道徳の授業においても対話的な
学びを重視し、児童が生活の中で
実践できるような指導をお願いし
たい。
・教員が児童と一緒に清掃活動等
に取り組んでいることは良いこと
であるので今後も継続していただ
きたい。
・図書ボランティアの募集に賛成
する。

・コロナ禍においてもスポーツテ
ストは児童の実態の把握と課題克
服について取り組むために重要で
ある。
・基本的な生活習慣の定着につい
ては、家庭との連携が大切であ
る。
・コロナ禍においても不審者対応
避難訓練、休憩時間中の避難訓練
等いろいろな場合を想定した避難
訓練を実施していることは評価で
きる。

・学校の様子を伝達する方策とし
て、お便りやホームページでの情
報発信等はよい取組である。より
多くの保護者がホームページを閲
覧できるようにホームページの存
在に係る広報に努めていただきた
い。
・コロナ禍においても和歌山大学
との連携については、今後も充実
したものとなるようにしていただ
きたい。
・コロナ禍においても地域の方々
が教育活動に参加することは重要
であり、「地域とともにある学
校」ということにつながるものと
考える。今後も地域や保護者との
連携をさらに深められたい。

・コロナ禍においても各学級で児
童が共に学び合い、話し合いを大
切にした授業を実践されている。
様々な制限のある中においても、
今後も継続して指導していただき
たい。
・家庭学習については、学校と家
庭の連携を図り、児童が自主的に
学ぶ習慣の定着に努めたい。
・コロナ禍においても研究授業や
公開授業、協議会、教科部会等い
ろいろな取組をして、授業改善に
努めていることが分かった。
・「希望のしるしノート」の取組
については、保護者の理解を深め
るための今後も説明が必要であ
る。

・いじめアンケートを定期的に行
い、いじめの早期発見・早期解決
に取り組んでいることは評価でき
るが、今後もいじめを生まない取
組を最重要取組として継続してい
ただきたい。
・道徳の授業では、実践力の向上
についての取組を大切にしていた
だきたい。

・コロナ禍においても、これまで
のスポーツテストへの高学年と低
学年の交流による実施を今後も続
けていただきたい。
・これまでの全国学習調査・県学
力調査において、学習面において
も、基本的な生活習慣の項目にお
いても良好な結果が出ている。今
後も学力・生活力の向上に努めて
いただきたい。
・児童の避難については、繰り返
し訓練を行う必要がある。

・お便りやホームページでの情報
発信等はよい取組であるが、計画
的に更新されることを期待する。
・大学との連携を深め、要請を積
極的に受け入れることは児童に
とってもプラスになる。
・コロナ禍においても感染症対策
を図り、お手玉の会や昔遊び、社
会科授業への参加、花植えボラン
ティア等地域の方々との交流につ
いては方策を立て実施していただ
きたい。

・学校と家庭の連携・協力体制を
築き、児童も自主的な学習習慣の
定着に取り組みたい。
・今後も各教員が、研究テーマを
持って、授業力向上に取り組んで
いただきたい。

・いじめアンケートは今後も定期
的に行っていただきたい。また、
回数やいじめの把握の方法等につ
いての改善も検討していただきた
い。　　　　　　　　　　　・図
書館ボランティアの募集はぜひ
行っていただきたい。
・児童の生活に結びつくような道
徳の授業の充実に努めていただき
たい。

・コロナ禍においても感染症対策
を図り、スポーツテストの結果を
反映した体育の授業の実践に努め
ていただきたい。
・早寝・早起き・朝ごはん・挨拶
については、学校と保護者の連携
のもと取り組んでいきたい。
・今後も火災・地震・津波・不審
者対応等の避難訓練や集団下校訓
練を実施していただきたい。

・ホームページ以外の情報発信に
ついて考えるにあたり、昨年度実
施した地域交流会なども活用して
いただければと考える。また、よ
り多くの保護者がホームページを
閲覧できるようにホームページの
存在に係る広報に努めていただき
たい。
・大学との連携については小学校
側の負担にならないようにしてい
ただければと考える。
・地域や保護者への協力について
は積極的に呼び掛けていただけれ
ばと考える。

３　その他のご意見
　コロナ禍において様々な制限があり、これまでの活動の実施については難しいかと思うが、コロナ禍においても学校と保護者のつながりや保護者同士のつながり
が深まるよう、コロナ感染症対策を図りながら、行事等活動を実施していただくようお願いしたい。そして、地域の中の学校として発展するよう、学校・家庭・地域の連
携を深め、より良い学校づくりに取り組んでいただきたい。


